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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年1月28日(2021.1.28)

【公表番号】特表2020-519337(P2020-519337A)
【公表日】令和2年7月2日(2020.7.2)
【年通号数】公開・登録公報2020-026
【出願番号】特願2019-561180(P2019-561180)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/00     ３０１Ｊ
   Ａ６１Ｆ   13/00     　　　Ｔ
   Ａ６１Ｌ   15/26     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/42     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/42     ３１０　
   Ａ６１Ｌ   15/18     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/20     １００　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月9日(2020.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む、第１のフォーム層と、
　第２の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む、第２のフォーム層と、
を含み、
　前記第２のフォーム層の流体保持能力が、前記第１のフォーム層の流体保持能力よりも
２０％以上大きく、
　前記流体保持能力が、ＥＮ１３７２６－１：２００２に従って４０ｍｍＨｇの圧力へ２
分間曝露した場合に最大量の溶液Ａを最初に吸収させて、溶液Ａを保持する能力として定
義される、複合材料。
【請求項２】
　第１の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む、第１のフォーム層と、
　第２の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む、第２のフォーム層と、
を含み、
　界面結合ボリュームが、前記第１のフォーム層と前記第２のフォーム層との間に存在し
、
　前記界面結合ボリュームが、前記第１のフォーム層および前記第２のフォーム層を構成
する材料の混合物を含み、
　前記界面結合ボリュームの厚さが、２００μｍ未満である、複合材料。
【請求項３】
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　第１の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む第１のフォーム層であって、使用時に適
用領域に面するように適合される第１の側を有する、前記第１のフォーム層と、
　第２の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む、第２のフォーム層と、
を含み、
　複数のチャネルが、前記第１のフォーム層の前記第１の側から前記第１のフォーム層全
体を介して少なくとも前記第２のフォーム層の一部の中へ伸長し、前記チャネルが、０．
１ｍｍ～４．０ｍｍの平均直径を有する、複合材料。
【請求項４】
　前記第１のフォーム層が、創傷領域に面するように適合される第１の側を有する、請求
項３に記載の複合材料。
【請求項５】
　前記第２のフォーム層の流体保持能力が、前記第１のフォーム層の流体保持能力よりも
２０％以上大きく、前記流体保持能力が、ＥＮ１３７２６－１：２００２に従って４０ｍ
ｍＨｇの圧力へ２分間曝露した場合に最大量の溶液Ａを最初に吸収させて、溶液Ａを保持
する能力として定義される、請求項２～４のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項６】
　前記界面結合ボリューム中に含まれる材料のうちの少なくとも１つの物理的特性が、前
記第１のフォーム層および前記第２のフォーム層を構成する材料と比較してそれぞれ異な
る、請求項２に記載の複合材料。
【請求項７】
　前記第１の層の厚みが前記第２の層の厚みよりも少ない、請求項１～６のいずれか一項
に記載の複合材料。
【請求項８】
　前記第１の層の厚みが前記複合材料の全厚の４０％未満である、請求項１～７のいずれ
か一項に記載の複合材料。
【請求項９】
　前記第２のフォーム層が８００ｋｇ／ｍ３以上の流体保持能力を有する、請求項１～８
のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項１０】
　前記第１のフォーム層が、試験溶液として３０μＬのＥＮ１３７２６－１：２００２に
従う溶液Ａを使用して、ＴＡＰＰＩスタンダードＴ５５８　ＯＭ－９７に従って測定され
る場合に、１０μＬ／秒以上の吸収速度を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の
複合材料。
【請求項１１】
　前記第１のフォーム層および／または前記第２のフォーム層のうちの少なくとも１つが
、プレポリマー（親水性ウレタンフォーム層を導く）を含む水性混合物が４０％未満の水
を含むプロセスによって得られるかまたは得られていた、請求項１～１０のいずれか一項
に記載の複合材料。
【請求項１２】
　前記第１の親水性ポリウレタンフォーム材料が、イソシアネートキャッピングポリオー
ルもしくはイソシアネートキャッピングポリウレタンを含むかもしくはそれである第１の
プレポリマーから得られるか、もしくは得られた、ならびに／または、前記第２の親水性
ポリウレタンフォーム材料が、イソシアネートキャッピングポリオールもしくはイソシア
ネートキャッピングポリウレタンを含むかもしくはそれである第２のプレポリマーから得
られる、請求項１～１１のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項１３】
　前記第１のプレポリマーおよび前記第２のプレポリマーが異なる、請求項１２に記載の
複合材料。
【請求項１４】
　前記ポリオールが、ポリエステルポリオール、ポリアクリレートポリオール、ポリウレ
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タンポリオール、ポリカーボネートポリオール、ポリエーテルポリオール、ポリエステル
ポリアクリレートポリオール、ポリウレタンポリアクリレートポリオール、ポリウレタン
ポリエステルポリオール、ポリウレタンポリエーテルポリオール、ポリウレタンポリカー
ボネートポリオールおよびポリエステルポリカーボネートポリオール、ジオールもしくは
随意にトリオールおよびテトラオールの重縮合体に加えて、ジカルボン酸もしくは随意に
トリカルボン酸およびテトラカルボン酸またはヒドロキシカルボン酸またはラクトンから
なる群から選択される、請求項１２または１３に記載の複合材料。
【請求項１５】
　前記第１のプレポリマーおよび／または第２のプレポリマーが、ポリオールと、ヘキサ
メチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、トルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）、メチレン
ジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）、もしくはイソホロンジイソシアネート（ＩＰＤ
Ｉ）、または任意のその混合物からなる群から選択されるジイソシアネート化合物との間
の反応に由来する、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか一項に記載の複合材料を含む、医療用ドレッシング。
【請求項１７】
　前記医療用ドレッシングが、少なくとも１つの裏打ち層および／または粘着層もしくは
コーティングをさらに含む、請求項１６に記載の医療用ドレッシング。
【請求項１８】
　（ｉ）ポリウレタンプレポリマーを含む水性混合物を調製し、前記水性混合物の水分含
有量が、前記水性混合物の全重量と比べて４０％ｗ／ｗ未満であるステップと、
　（ｉｉ）ステップ（ｉ）からの前記水性混合物をキャリア材料の上へ適用するステップ
と、
　（ｉｉｉ）前記水性混合物が本質的に完全に硬化される前に、既に硬化された親水性ポ
リウレタンフォーム層を、ステップ（ｉｉ）において前記キャリア材料の上へキャストさ
れた前記水性混合物の上部に、適用するステップと、
　（ｉｖ）前記水性混合物を実質的に完全に硬化させることを可能にし、それによって、
第１の親水性ポリウレタンフォーム材料を含む第１のフォーム層および第２の親水性ポリ
ウレタンフォーム材料を含む第２のフォーム層を含む複合材料を産生するステップと、
を含む、複合材料を産生する方法。
【請求項１９】
　前記水性混合物の硬化度が、ステップ（ｉｉｉ）における既に硬化された親水性ポリウ
レタンフォーム層の前記層を適用するステージで、５０～９０％の間である、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　請求項１８または請求項１９に記載の方法によって得られたかまたはそれらによって得
ることが可能な、複合材料。
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